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1. 緒　言

　近年，材料間の接着で要求される機能は多く，より強力
な接着だけで無く，可逆的な接着や緩やかな破断を起こす
接着などがある。このような材料同士の接着の中で，一般
に材料間の接着は高分子を主剤とした接着剤を用いてお
り，表面の引っ掛かり （アンカー効果）による機械的効果
や，ファンデルワールス力†，濡れ性といった物理的効果，
あるいは化学的効果が接着力を生み出していると考えられ
ている 1)～12)。一方で接着剤を用いた材料と材料の接着は二
つの材料同士が直接接着しているわけではなく，接着剤を
介して間接的に被着体どうしが接着している。このような
接着システムは破壊メカニズムの解明において複雑であ
り，接着層の破壊（凝集破壊），接着面での剥離（界面破

壊），さらには被着体の破壊（被着体破壊・材料破壊）を区
別して考察する必要がある。筆者らは，接着後の材料の強
度や耐久性の向上において，被着体どうしが共有結合†を
通して連結された直接接着が有効ではないかと考えた。
　筆者らはこれまでにシクロデキストリン (CD)13)～15) と疎
水性分子間のホスト－ゲスト相互作用を利用して高分子ヒ
ドロゲルの直接接着をおこなった 16)～18) (Fig. 1a)。これらは
材料間の接着を表面に存在する CDと疎水性分子間の包接
錯体形成を利用して，ゲル－ゲル間の直接接着させた。包
接錯体形成を利用した接着はゲル－硬質ガラス基板間とい
う異種材料間の接着も行えた 19) (Fig. 1b)。このように筆者
らは非共有結合形成を用いて材料間の接着を達成した。
　これらの知見をもとに，本研究では，共有結合形成を通
した異種材料間の接着を試みた。共有結合形成は置換基選
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Fig. 1. Adhesion of materials using host-guest interaction. (a) Hydrogels psess-
ing α-CD (blue) and β-CD (red), n-butyl (yellow) and t-butyl (dark green) 
were shaken in the petri dish for a few minutes. The gels formed alter-
nating self-assemblies. (b) The mechanisms of adhesion between hydro-
gels psessing α-CD and glass substrate posessing azobenzenes


